
～花壇になかまが増えました～ 

季節はすでに秋ですが、いつまで猛暑（？）は続くのでしょうか。走潟公民

館の花壇のジーニアやマリーゴールドは、暑さに負けず咲いています。そこに、

なかまが植えられました。重元泰士さん（三ケ）から頂いたという、食用のア

ロエを田代美文さん（西上）が、走潟公民館に5株植えてくださいました。元

気に育っています。ありがとうございました。 

 

参加者の方からの声です。チョコレートが入っ

たり、リンゴが入ったり、味や食感のバランスが

とても良かった。分量を量って、混ぜて、焼くだ

けの簡単な調理だったので、ぜひ他でも作って広

めたい。ほのかにアーモンドの味がしておいしか

った。他に、マルメロのコンポートも作りました。 

先生からは、今回のマフィンの腸活ポイントと

して、おからがマフィンに 3g 入っていて食物繊維が豊富に取れる。米粉を使っているので小麦粉

よりも腸への負担が少ない。リンゴも皮ごと使うと食物繊維が取れる。と教えてくださいました。 

また、宇土市の保健師の方から、前回に引き続き、血圧についての講義もありました。 

気温 30℃を超える暑さの中、走潟小学校マ

ルメロ園において、マルメロの収穫をしまし

た。4年生の子供たちと担任の東先生、宮本校

長先生も参加されました。今年は猛暑の影響で

実の入りは良くないのではと心配しておりまし

たが、右写真のように、形も色もきれいで大き

な実を収穫できました。子供たちは、自分の名

前の付いた札を確認しながら、喜んだり落胆し

たりしながらも手際よく収穫していました。10

月には、収穫したマルメロで「ジャムづくり」が待っています。 

晴天の中、令和6年度「走潟校区秋季大運動

会」が開催されました。宮本直子校長先生、園

村竹識体育会会長のあいさつがあり、小学校と

「集い・ふれあい・学び」  

走潟公民館長 芥川 学 

 

3・4年生のソーラン節 

袋の中から、きれいな実 
収穫したマルメロの前で 

 

児童・体育会・女性会整列 



地域が一体となった運動会なんだと、改めて感じ

ました。1年生にとっては初めての、6年生にと

っては、小学校最後の運動会でした。児童も大人

も暑い中一生懸命に、また楽しく参加していた姿

は、走潟地区ならではの光景であったように思い

ます。校長先生の言葉にあったように、このすば

らしい校区の運動会をずっと続けて欲しい、続け

たいと心からそう思った一日でした。                      

 

前日に、熊本県地方に食中毒警報が発令され、当

初は持ち帰りを計画しておりましたが試食に変えま

した。また低学年の参加が少なく、全員で一度に活

動したので、ゲームの時間が取れなくなったのは残

念でした。（児童の感想）おいしかったです。大根

餅とみたらし団子の両方とも作り方を覚えたので家

でも作ってみたいです。簡単に作れたので家でも作

りたいです。みんなと作って楽しかったですなど。

試食では、ニラのにおいに抵抗がある児童もいまし

たが、ほとんどの児童が残さず食べていました。 

8 月 25 日（日）にエコエイトやつしろで行われた、第 35 回熊本県消

防操法大会に小型ポンプ操法の部、宇土市代表として第 6分団(走潟)1部が

出場しました。 

選手は、指揮者・澤田和宜(東走)、1番員・芥川昂哉(南下)、2番員・嶋村

智樹(東走)、3番員・藤井学(南下)、補員・田代基樹(西上)でした。 

宇土市の予選会が終わってからの

3 か月と長い練習期間で、幸いに大

きいケガもなく万全の状態で本番に臨むことが出来ました。

成績は 25 チーム中 9 位の成績を収めました。また大会当

日は、区長会並びに 6 分団 OB 会の皆様、会場まで応援に

駆けつけて頂きましてありがとうございました。 

今後とも消防団員一同、地域の防火防災のために頑張って

参りますので、地域の皆様方のご理解とご協力よろしくお願

い申し上げます。 

なお新入団員を募集していますので、興味のある方はお近

くの消防団員にお声かけ下さい。（文責 田代信勝） 

□11月24日（日）令和6年度走潟町ふれあい文化祭：走潟小学校体育館 

こうやってこねるんだよ 

手際よく形作ります 

 

ニラも上手に切りました 

さて、思い通りに？・・・ 
白組優勝・東走優勝 


